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本書は平成20年度に実施された笛吹市境川rf/Jx黒坂地区で発掘調査を実施した一の沢遺跡

(5次)の発掘調査報告書で現

一の沢遺跡では縄文時代前期末から中期にかけての集落跡が確認されました。この調査に

よって、甲府盆地南東縁の丘陵裾部に展開する縄文時代前期末から中期にかけての集落資料を

収集することができたことは、大きな成果であったといえま現

御坂山地北西の丘陵や扇状地には旧石器時代から近世 (江戸時代)にかけての遺跡が多く点

在していまi笛吹市では、『甲斐国千年の都』として、岡・銚子塚や竜塚などの前期古墳、姥塚

などの後期古墳、甲斐の国府推定地として知られる春日居町国府や御坂町国衛、県下最古の寺

院である寺本廃寺跡、甲斐国分寺跡や国分尼寺跡などの官営寺院などを広く紹介してきました。

一方で豊富な資料を有する縄文時代中期を中心とした遺跡に注目した歴史フォーラムの開催

や冊子の刊行、ガイドマップ類の作成に力を入れてまいりました。本遺跡についての報告書の刊

行により、この取り組みがより厚みを増してきたのではないかと考えておりま坑

この発掘調査報告書刊行にあたり、ご指導ご協力を賜りました山梨県教育委員会はじめ関係

諸機関、発掘調査においてご不便をおかけいたしました地権者各位、寒い中発掘調査に参加い

ただきました作業員各位に深く感謝申し上t沢 この発掘調査報告書の刊行の序文に代えさせてい

ただきま現

平成25年 3月

笛吹市教育委員会

教育長 坂本誠二郎
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1、 本書は、山梨県笛吹市境川町小黒坂地内に所在する一の沢遺跡の発掘調査報告書である。

2、 本調査は、笛吹市境川地区浄・配水場建設工事に伴うものであり、笛吹市 (公営企業部)か らの委託を受け、発掘調査・整

理作業・報告書作成を笛吹市教育委員会が行った。
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凡   例

1,遺構番号は、原則として発見順に付している。

2,掲載遺構図の縮尺は原則として以下の通りである。遺構全体図は、挿図ごとに示した。

住居跡・溝 (古墳周溝含む)・竪穴遺構 1/60

3,掲載遺物図・拓本の縮尺は原則土器・陶器1/3、 石器2/3、 1/2、 土偶 。土製品1/2である。

4,遺構断面図脇の数値は、標高を示現

5,表内の( )内の数値は推定値である。



第 I章 調査の経緯と概要

―の沢遺跡は、これまでに山梨県教育委員会、境川村教育委員会 (現笛吹市)に より4回の発掘調査が実施され、縄文

時代中期を中心とした集落遺跡であることが確認されている。また、付近には古墳時代後期の群集墳が広がることも確

認されている。

これまでの4次にわたる調査で縄文時代前期後葉の竪穴式住居跡5軒、縄文時代中期中葉の竪穴式住居跡9軒、同中期後葉竪穴

式住居跡12軒、中期後葉の敷石住居跡1軒、縄文時代後期前葉の敷石住居跡1軒、縄文時代中期を中心とする土坑100基以上が確

認され調査されてきた。また、古填も5基、平安時代以降の住居跡2軒が確認されている。

一の沢遺跡は二つの集落から形成されており、それぞれが直径100m程度の環状集落であると考えられている。山梨県教育

委員会によって実施された一の沢西遺跡 (二次調査)の 4号住居跡出土の一括資料は井戸尻Ⅲ式期のバリエーション豊富な土

器群として知られている。

平成20年度、笛吹市より境川地区浄・配水場用地に関する埋蔵文化財の有無について照会が行われた。笛吹市教育委員会

では遺跡地図と照合を行い、施工区全体が周知の埋蔵文化財包蔵地である一の沢遺跡内に位置している事を確認した。また

現地踏破でも縄文時代を中心とする遺物の散布が確認された。試掘調査を実施し、遺構の深さ、密度等を確認した後、平成21

年1月より発掘調査を実施した。尚、掘削による遺構破壊に至らない調査区西側部分については盛り上を施し、現状保存を行っ

ている。

平成21年3月 27日、調査を終了し、県教育委員会宛、終了報告を行っている。その後、平成21年度から24年度にかけて出土品

整理、図面整理等を行った。

一の沢遺跡の本調査に関係する文化財保護法の諸手続は以下の通りである①

平成21年1月 文化財保護法第99条第1項による発掘調査の報告を山梨県教育委員会に提出

平成21年 3月 文化財保護法第100条第2項による埋蔵文化財発見届を山梨県教育委員会に提出

笛吹警察署への通知を依頼発掘調査の終了報告を山梨県教育委員会に提出

第Ⅱ章 位置と地理的歴史的環境

第1節 地理的環境
山梨県笛吹市は、甲府盆地の中央部やや東寄りに位置し、北部の秩父山地に続く山 及々び東南部の御坂山地に連なる丘陵

山岳地帯と、笛吹川とその支流に形成された扇状地及び沖積地帯である。

本遺跡のある笛吹市境川町は町の由来になった境川が町のほぼ中央を流れ、また狐川が町東側を流れ浅川に合流する。町

の南部は甲府盆地南縁に位地する曽根丘陵の東端にあたる。曽根丘陵上には多くの遺跡が確認されており、境川町にも、一の

沢遺跡、西原遺跡、京原遺跡等多くの遺跡が存在する。丘陵部からは芋沢川・間関川などの河川が低平地へ流れており、これ

らの河川により丘陵は南北に分かれている。

―の沢遺跡は曽根丘陵上の小黒坂地区にあり、北側に狐川が流れている。狐川左岸には縄文時代集落遺跡や古墳時代後

期の群集墳など多くの遺跡が広がっており、一帯が良好な生活環境にあったことが伺える。一の沢遺跡からは甲府盆地を一望

することが可能であり、背後には奥深い御坂山地を控えている。狐川水系の豊かな水利や御坂山地のもたらす恵みを背景に一

の沢遺跡は拠点集落と成り得たと考えられている。

第 2節 歴史的環境

笛吹市は、県内有数の遺跡集中域であり、多くの遺跡が周知されている。

境川町内の曽根丘陵は、肥沃な土壌の上に森林が豊かに生い茂り、動植物などの食糧を確保できたため縄文時代中期の集

落形成が進み人口集中地帯になったものと考えられる。

一の沢遺跡は、過去4度の発掘調査と今回の発掘調査により、縄文時代前期末から中期を中心とした一帯の製点的集落で



あったことが確認されてきた。周囲には西原遺跡、京原遺跡、金山遺跡、小黒坂遺跡群といった縄文時代遺跡が密集し

ている。近年では、平成18年度に前間田地区において縄文時代中期曽利式期の伸原遺跡が確認されている。また、弥生

時代後期～古墳時代前期の住居跡と低墳丘墓が諏訪尻遺跡などで確認されている。古墳は、後期古墳を中心に百基ほど

の古墳が知られているが、そのほとんどが藤隻地区から八代町寄りの東側の地域に限定され、西寄りの寺尾地区ではあ

まり矢口られては|ヽ ない。

北原遺跡および近隣の馬場遺跡、前付遺跡の西側で、問門川を挟んで対峙する丘陵に、上の平遺跡(甲府市)がある。この上

の平遺跡を中心とする甲斐風土記の丘公園一帯は、百数十基の方形周溝墓が確認された地域であり、近年東側の境川におい

ても弥生時代後期～古墳時代前期の集落と方形周溝墓が揃って確認されはじめている。曽根丘陵平坦面の先端に、弥生時代

後期～古墳時代前期の集落と方形周溝墓が構築されたものと考えられる。

第Ⅲ章 調査の方法と層序

調査は区域を2つ (A区・B区 )に分け、遺構密度の濃いA区から実施した。重機により表土を除去し、その後人力により遺構確認及び

記録作成を行った。

グリッドは、任意の10m四 方の大グリッドを設定後、それを2m四方の小グリッドに分割する形で設定した。

基本層所は、現地表面から耕作土、暗褐色土、ソフトロームの地山層と続く。遺構確認面はソフトローム上層とした。
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図-1 -の沢遺跡位置及び狐川流域における主な集落遺跡
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第Ⅳ 確認された遺構と遺物

第 1節 縄文時代

(1)竪穴住居跡

本遺跡の縄文時代の住居跡は12軒確認されたが、調査区外に続くものもあり、全体を検出するに至らないものもある。

住居跡

◆第 1号住居跡 【第4図】

〔位置〕調査区北東部、A-3グリッドに位置する。

〔形状〕北半分が調査区外にあるため正確ではないが、ほぼ円形に近い形状と思われる。

〔規模〕直径5.2mを測る。

〔覆土〕暗褐色上が主体となるローム質土。炭化物、赤色スコリス白色粒子を含む。

〔壁〕最大壁高は0,25mでやや外側に広がり立ち上がる。

〔床〕ほぼ平坦で所 撹々乱されているが、貼り床の硬化面が全体的に確認できた。

〔炉〕細長い石を用いた大振りな石囲い炉。中央にカリカリの焦土がたまる。

〔施設〕ピット1は直径55c mの略円形、深さ65c mを測る。位置から柱穴と思われる。他の柱床については撹乱や遺構外所在

のため不明である。周溝は不明である。

〔遺物〕縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期に比定される土器が出上している。

〔時期〕遺物、炉の形状から縄文時代中期後半に位置づけられる。

◆第2号住居跡 【第5図】

〔位置〕B-3グリッドに位置する。

〔形状〕楕円形を呈する。

〔規模〕現在値は長径4.8m、 短径4.4mを測る。

〔覆土〕暗褐色土が主体で、壁付近はにぶい黄褐色土の三角堆積が見られる。カーボン、赤色スコリア、白色粒子混入。

〔壁〕壁高は0.8mでやや外反して立ち上がる。

〔床〕ほぼ平坦で貼り床とみられる硬化面が確認できた。

〔炉〕小ぶりな不正形の石を利用した石囲い炉。焼土は少なく、炉石下面が黒化している。

〔施設〕ピットが6ヶ所確認できた。P-1からP-4が主柱穴と考えられる。

〔遺物〕縄文時代中期前半に比定される縄文地文の上器片が出土している。

〔時期〕小ぶりな炉と小片遺物から縄文時代中期前半に位置付けられよう。

◆第3号住居跡 【第6図】

〔位置〕C-3グ リッドに位置する。

〔形状〕円形を呈する。

〔規模〕直径 (3.7)mを測る。

〔覆土〕褐色土が主体であり、褐色スコリスロームブロック、白色粒子を混入する。

〔壁 〕壁高は0.45mでやや外反して立ち上がる。

〔床 〕ほぼ平坦で貼り床とみられる硬化面が確認できた。

〔炉〕中央付近にやや細長い石を7石用いた石囲い炉が確認された。

〔施設〕柱穴と思われるピットが3ヶ所確認できた。

〔遺物〕土鈴、土偶脚部、曽利Ⅳ式期深鉢型土器。

〔時期〕縄文時代中期後半、曽利Ⅳ式期に位置づけられよう。



◆第4号住居跡 【第7図】

〔位置〕B-2グ リッドに位置する。

〔形状〕住居跡西半分が調査区外側となるため不明だが、ほぼ円形を呈すると思われる。

〔規模〕直径約 (6.0)mを測る。

〔覆土〕暗褐色上を基調とし、炭化物、褐色スコリス 白色粒子、ロームブロックを混入する。

〔壁〕最大壁高035mでやや外反する。

〔床〕平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕調査区内において、明確な炉は認められないが、調査区境のセクションベルト下層にて看千のカーボンの集中が認

められる。

〔施設〕貼り床範囲に5箇所のビットが確認されている。P-2、 3、 4が深く、この3本が主柱穴になると思われる。また、周

溝内ピット列が認められた。

〔遺物〕住居跡中央付近にて縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期の上器片集中がみられた。また、黒耀石製の石鏃や大

ぶりな石匙模造品が出土している。

〔時期〕縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期に位置づけられよう。

◆第5号住居跡 【第8図】

〔位置〕B-2、 C-2グ リッドに位置する。

〔形状〕一部撹乱により破壊されているが、円形に近い楕円形を呈すると思われる。

〔規模〕長軸4.8m、 短軸 (3.8)mを測る。

〔覆土〕暗褐色ローム質土を基調とし、褐色スコリス 白色粒子、ロームブロックを混入する。

〔壁〕最大壁高0.3mでやや外反する。

〔床〕平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕調査区内において、明確な炉は認められないが、調査区境のセクションベルト下層にて若千のカーボンの集中が認めら

れる。

〔施設〕貼り床範囲に6箇所のピットが確認されている。P-1、 2、 3、 6が深く、この4本が主柱穴になると思われる。土層断面観察

によると、同ピットには幅0.2m程度の柱痕状の痕跡がみえる。周溝内ピット列は認められない。

〔遺物〕住居跡中央付近にて縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期の土器片集中がみられた。

〔時期〕縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期に位置づけられよう。

◆第6号住居跡 【第9図】

〔位置〕A-2グ リッドに位置する。

〔形状〕住居跡北が撹乱及び他の遺構との切り合いにより不明だが、楕円形を呈すると思われる。

〔規模〕長軸 (4.7)m以上、短軸 (4)m以上を測る。

〔覆土〕暗褐色ローム質土を基調とし、褐色スコリス 白色粒子を混入する。

〔壁〕最大壁高0.15mでやや外反する。

〔床〕撹乱が著しいが、平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕撹乱により石が失われているが、本来は石囲い炉であろう。直径1.Omの円形の落ち込み内にカリカリの焼土が0.1

mの厚さで堆積している様子が確認できた。

〔施設〕4箇所のピットが確認されている。P-1、 3、 4が深く、この3本が主柱穴になると思われる。また、周溝内ピット列は認め

られない。住居跡隅に正位屋内埋甕が確認されている。埋甕の底部は設置後上から打ち抜かれたように穴が開き、埋

甕下に割れた破片が認められた。

び



〔遺物〕住居跡隅にて縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期の正位屋内埋甕が確認されている。

〔時期〕縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期に位置づけられよう。

◆第7号住居跡 【第 10図】

〔位置〕A-2、 B-2グリッドに位置する。4号住居に切られる。

〔形状〕切り合いにより不明だが、円形または楕円形を呈する。

〔規模〕不明。

〔覆土〕暗褐色土を基調とする。

〔壁〕最大壁高0.lmでやや外反する。

〔床〕撹乱が著しいが、平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕大振りで扁平な石を縦に用いた石囲い炉 (炉-2)があり、その脇に石囲いを持たない焼土集中部が認められた。

尚、焼土集中部も土坑状に掘り込まれ、内部にカリカリ焼土がたまっていることから炉 (炉-1)であると考

えられる。

〔施設〕炉東に比較的深いピットが2箇所確認されているが、切り合いが著しく、本住居に伴うかは不明。

〔遺物〕床面において縄文時代中期後半、曽利Ⅳ式期の上器が出土している。

〔時期〕大振りな炉の形状、床面遺物から縄文時代中期後半、曽利Ⅳ式期に位置づけられよう。

◆第8号住居跡 【第ll図】

〔位置〕」-11グリッド1こ位置する。

〔形状〕やや歪んだ円形を呈する。

〔規模〕直径5.5mから6m。

〔覆土〕暗褐色土を基調とする。

〔壁〕最大壁高0.4mでやや外反する①

〔床 〕平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕不明だが、住居中央西よりに被熱により割れたと思われる礫が認められる。

〔施設〕貼り床範囲に柱穴と思われる6箇所のピットが確認されている。

〔遺9JJ床面において曽利I～Ⅱ式期の土器が出土している。

〔時期〕縄文時代中期後半、曽利I～Ⅱ式期に位置づけられよう。

◆第9号住居跡 【第12図】

〔位置〕」-11グリッドに位置する。

〔形状〕北半分が調査区外にあるため不明。やや歪んだ円形または楕円形を呈すると思われる。

〔規模〕現存部で直径5,6m。

〔覆土〕暗褐色土を基調とする。

〔壁 〕最大壁高0.2mでやや外反する。

〔床 〕著しく撹乱を受けるが、平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕住居中央東より1こ石囲い炉が認められる。

〔施設〕貼り床範囲に柱鬼と思われる6箇所のピットが確認されている。

〔遺勿 床面において中期前半に比定される浅鉢や回縁部に粘土紐を貼り付けた縄文地文土器が出土している。

〔時期〕やや大振りな石囲い炉だが、遺物から、縄文時代中期前半に位置づけられよう。



◆第10号住居跡 【第13図】

〔位置〕H-11グリッドに位置する。

〔形状〕住居閉北半分が調査区外側となるため不明だが、ほぼ円形を呈すると思われる。

〔規模〕現存部分において、直径4。 3m。

〔覆土〕暗褐色土を基調とする。

〔壁〕最大壁高0,4mでやや外反する。

〔床〕平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕不明だが、炉石と思われる大振りな礫が認められる。

〔施設〕貼り床範囲に6箇所のピットが確認されているが、その他は不明。

〔時期〕炉石の大きさから縄文時代中期後半に位置づけられよう。

◆第11号住居跡 【第13図】

〔位置〕A-3グ リッドに位置する。

〔形状〕住居跡北半分が調査区外側となり、調査区内西半分が削平されているため不明。

〔規模〕不明。

〔覆土〕暗褐色土を基調とする。

〔壁〕最大壁高0.lmでやや外反する。

〔床〕平坦な貼り床が認められるが西半分は失われている。

〔炉〕不明。

〔施設〕貼り床範囲に主柱ズと思われる1箇所のピットが確認されているが、その他は不明。

〔遺42JJ住居跡南東隅より、正位屋内埋甕が出土している。

〔時期〕埋甕から、縄文時代中期後半、曽利Ⅲ～Ⅳ式期に位置づけられよう。

◆第13号住居跡 【第14図】

〔位置I-10グリッドに位置する。

〔形状〕住居跡北半分が調査区外側となり、東側を古壊周溝によって削平されているため不明。

〔規模〕不明。

〔覆土〕暗褐色土を基調とする。

〔壁〕最大壁高0.15mでやや外反する。

〔床〕平坦な貼り床が認められる。

〔炉〕不明。

〔施設〕貼り床範囲に柱穴と思われる3箇所のピットが確認されているが、その他は不明。

〔時期〕不明だが周囲の散布土器等から縄文時代中期に位置づけられようか。



古 墳

◆1号墳【第15図】

〔位置〕I-10グリッドに位置する。

〔規模〕東側周溝の外側立ち上がり以外は調査区外のため不明。周溝幅上場で4m以上、下場で3m以上。溝の深さ

0.5m、 外反して立ち上がる。

〔遺勿 周溝内より須恵器大甕片が割られた状態で出土している。日縁の一部を除き復元可能。

〔時期〕古墳時代後期期に位置づけられる。

〔特記〕狐川左岸には古墳時代後期の群集墳が認められる。本古墳はそのうちの1基であるが、主体部及びマウンドは既に

失われている。尚、周清内には崩落した列石の一部と思われる礫が認められる。周溝幅が広いことから比較的大型

の後期古墳であると思われる。

土 坑

1区においては13基、2区において6基、計19基の上坑が確認されている。

◆1区土坑【第16図～17図】

1号、3号土坑は長軸1.5m、 短軸1.05m程 度の楕円形、壁は外反して立ち上がる。5号、6号、7号、8号、13号の各土坑は近接し

ている。5号、6号、8号の各土坑は0。95mか ら1.2m程度の円形に近い形状で壁は外反する。底部は平坦ではない。6号土坑は長

軸1.5m、 短軸1.05mと 1号、3号に近い形状である。13号土坑は1.45m× 1.2mの円形に近い楕円形を呈し、底部は平坦でない。10

号土坑は直径0.6m程の掘り方上に縄文時代中期後半の土器が潰れた状態で確認されている。一部で直に立つように覆上に刺

さった土器片が見られる。土坑の残存状況が悪く断定は出来ないが埋甕ではないかと想定される。11号土坑は長軸1.5m、 短軸1

m程度の楕円形を呈し、底部長軸壁際にピット状の落ち込みがある。14号土坑は直径lm程度の円形を呈現 縄文時代中期前半

の上器が集中している。

◆2区土坑【第18図】

20号土坑は直径0,7mの 円形を呈し、底部は概ね平坦である。22号、26号土坑は隣接し、それぞれ直径0.8mの円形を呈す

る。26号土坑には縄文時代中期後半の上器片が見られる。壁も外反し、底部も概ね平坦である。25号土坑は直径0.7mの円形

を呈し、壁は外反する。底部は平坦でなく中央が深いピット状を呈する。27号土坑は長軸1.2m、 短軸lmのやや扁平な円形を呈

現 底部はほぼ平坦だが、長軸0.4m程の自然礫を含有する。また、底部にも地山層に含まれる礫が見られる。隣接の25号土坑

にも長軸0.2m程度の礫が入り込むことから、土坑内礫は埋没過程での混入と思われる。24号土坑は直径1.lmのやや扁平な円

形を呈坑 壁は外反し、25号、27号土坑同様に覆土内に礫を含有する。24号土坑には縄文時代中期前半の土器片がみられる。



◆1号埋甕【第18図】

直径lmの円形を呈する掘り方内に正位で直径0。 3mの上器が収められている。土器はやや傾いた状況で収められている。埋

甕としては小ぶりな部類であるが、周囲に柱穴が認められない点から屋外の埋甕と判断したい。縄文時代中期後半に位置づけ

られよう。

一の沢遺跡遺土坑観察票

遭 橋NQ 長軸X短軸×残存深さ侍m) 形  状 遺  物 備 考

1号土坑 150X105× 60 長楕円形

2号土坑 不明X85× 25 6号住居跡内 (6号住居跡より古)

3号土坑 150X105× 50 長楕円径

4号土坑 120X100× 90 略円形 4号住居跡内

5号土坑 90X90× 30 略円形

6号土坑 150X105× 80 長楕円形

フ号土坑 130Xl10× 30 略円形

8号土坑 100× 80× 35 略円形

10号土坑 65× 55X20 略円形 縄文中期後半 礫出土、土器片の一部が正位で出土

11号土坑 140× 110× 50 長楕円形

12号土坑 150×不明×40以上 6号住居跡内 (6号住居跡より古)

13号土坑 120以上×100以上×60 5号住居跡内、8号土坑に切られる

14号土坑 100× 100× 15 略円形 縄文中期前半

20号土坑 80X80× 15 略円形

22号土坑 90X80× 50

24号土坑 105X105× 55

25号土坑 70× 65× 45

26号土坑 100× 75× 40

27号土坑 120× 100X30

″θ



―の沢遺跡石器観察表

番 号 分 類 遺 橋 長さ (cm) 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ (g) 石 材 備 考

1 石鏃 3住 18 2 04 087 黒曜石 無茎、凹基

2 石鏃 3住 15 6 03 080 票曜石 無茎、平基

3 石鏃 4住 (14) 9 03 063 黒曜石 無茎、平基

4 石 鏃 5住 (165) 6 03 067 黒曜石 無茎、凹基

5 石鏃 8住 24 20 03 080 黒曜石 無 蔓 、凹昼

6 石鏃 遺構外 14) 10 04 057 黒曜石 無 茎 、凹昼

7 石鏃 遺構外 23 21 19 294 黒曜石 無茎、平基

8 石鏃 遺構外 (19) 16 02 069 黒曜石 無茎、凹基

9 石鏃 5住 225 155 07 262 黒曜石 無茎、平基

10 石鏃 這構外 lフ Iフ 0フ 192 黒曜石 無茎、平基

石錐 3住 21 18 025 14フ 黒曜石

12 石錐 4住 17 17 015 117 黒曜石

13 石錐 5住 24 09 01 069 黒曜石

14 石錐 5住 (13) 12 008 060 黒躍石

15 石 錐 5住 17 13 02 035 黒曜石

16 石 錐 5住 24 08 01 062 黒曜石

17 石 錐 8住 319 (265) 046 446 黒曜石

18 石錐 遺橙外 23 05 160 黒曜石

19 石錐 9住 (35) 12 04 299 黒曜石

20 石錐 ピット4 (27) 28 01 351 黒曜石

21 石錐 遺橋外 1フ 18 02 114 黒曜石

22 石 錐 遺構外 (20) 19 02 179 黒曜石

23 掻 器 4住 29 33 09 84フ 黒曜石

24 掻器 3住 5 19 03 110 黒曜石

25 掻器 5住 7 18 04 138 黒曜石

26 掻器 5住 6 19 04 120 黒曜石

27 掻 器 8住 92 149 015 052
28 掻 器 9住 4 21 04 112 黒曜石

29 掻器 遺構外 21 325 055 321 黒曜石

30 掻器 遺構舛 12 26 06 286 黒曜石

31 掻器 遺橋外 19 2] 065 355 黒曜石

32 楔形石器 5住 23 10 04 117 黒曜石

33 石 匙 8住 28 18 04 265 黒曜石 縦 刃

34 石 匙 4住 35 21 05 369 黒躍石 縦 刃

35 石匙 5住 22 lフ 03 086 黒曜石 横 刃

36 石匙 遺構外 33 15 05 276 黒曜石 縦 刃

37 石匙 4住 627 63 115 3613 黒曜石 縦 刃

38 石匙 遺橋外 48 68 09 3016 横 刃

39 石 匙 遺構外 72 弘 8 18 6870 横 刃

40 石匙 遺構外 57 118 13 10000 横 刃

41 打製石斧 21土坑 59 37 ll 2904 短冊形

42 打製石斧 3住 62 33 075 1686 撥 形

43 打製石斧 3住 94 53 1 4816 撥 形

44 打製石斧 5住 81 475 45 6248 撥 形

45 打製石斧 15+抗 弘フ 37 1 4228 短冊 形

46 打製石斧 遺橋外 96 45 2 6400 短冊 形

47 打製石斧 遺構外 88 33 07 4179 短冊形

48 打製石斧 遺構外 592 48 075 2930 撥 形

49 打製石斧 遺構外 74 53 08 10200 撥 形

50 打製石斧 遺構外 83 45 14 4965 臓 形

51 打製石斧 遺構舛 99 50 22 11900 短冊 形

52 打製石斧 遺構外 108 53 125 10487 分銅形

53 打製石斧 遺橋外 88 4] 13 7286 嬢 形

54 打製石斧 遺構外 ア 4 38 12 4913 撥 形

55 打製石斧 遺構外 弘フ 445 12 4976 撥 形

56 磨製石斧 6住 69 19 10 2498
57 磨製石斧 8住 66 445 29 138

58 磨製石斧 遺構外 20 56 45 396
59 磨製石斧 遺構外 54 30 284
60 磨製石斧 90 6フ 46 838
61 敲 石 2住 又 1 615 39 495
62 敲石 2住 70 67 36 628
63 敲石 遺構外 56 47 37 463
64 敲 石 遺構外 31 63 58 770
65 敲 石 5住 13 89 62 872
66 凹 石 2住 10 69 38 354
6フ 凹石 7住 19 69 37 495
68 凹石 遺構外 102 69 43 330
69 凹石 遺構外 125 50 46 5006
フ0 凹石 2住 124 785 465 641

71 凹 石 遺構外 98 875 42 604
72 凹 石 5住 872 82 38 424
73 凹石 遺橋外 (94) 86 55 664
74 磨石 1]住 81 43 35 188

75 磨石 4住 136 55 4フ 563
76 石 皿 8住 2区 217 120 ア 5 2200
77 石 皿 遺構外 159 138 53 1740

″″
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434500…………

434500-― ―一

2号住居跡
1 暗褐色土(10YR3774)しまりややあり 牲性やや弱 2mm炭化物極少量混入 1～3瞼赤色粒子少最混入 lmm自色粒子種少量混入
2 暗褐色土(10YR3/41 しまりややあり 粘性ややあり 2n m炭 化物極少量混入 2mm赤褐色粒子少量混入 2膊褐色スコリア極少量混入
Imm白 色粒子極少量混入
3 暗褐色上(10YR3/4)しまりやや強い 粘性ややあり 2鰤炭化物極少量混入 1～2鰤赤色粒子少量混入 1～2m褐色スコリア極少量混入
lm自色粒子少畳混入
4 にぶい黄褐色±00Y紹お)しまりあり 粘性あり 1～2mm赤色粒子少量混入 1～ 2mr褐 色スコリア極少量混入 1鰤自色粒子少量混入
ロームブロック多量に混入
5 褐色土(10YR4/4)しまりあり 粘性あり 1～ 21「In赤褐色粒子少量混入 1～ 2mn4B色 スコリア極少量混入 1囲白色粒子少量混入
5mmローム少量混入
6 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性ややあり 2mm炭(駒極少量混入 2～ 3mm赤 色粒子少量混入
2～3m褐色スコリア極少量混入 lmm自色粒子少重混入 5mrローム少農混入
ア 暗掲色上(10YR3/4)しまりあり 権性あり 2mm炭恕物極少量混入 1～ 2m赤色粒子少量混入 1～2mm褐色スIIリア極少量混入  4333800-―
lm自色粒子少量混入 5mmローム少量混入
8 褐色土(10YR4/4)しまりややあり 粘性ややあり 1～2mm赤色粒子極少量混入  1～2mm褐 色スコリア極少重混入
lm白色粒子少量混入 5m「 |―ム少量混入
9 暗掲色土(10YR3/3)しまりあり 粘性あり 1～2mm褐色スコリア種少量混入  imr白色粒子少量混入 El― ムブロック少量混入
10黒褐色土10YR?/3)しまりあり 粘性あり ,～2m赤色粒子少量混入 lFr自色粒子少最混入
11暗褐色土(10YR3海 )しまりあり 粘性あり 1～2mm褐色スコリア極少量混入 l mm自 色粒子少曇混入 ロームブロック少量混入
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2号住居跡桂穴
ピット1
1 踏褐色±10YR3/41 しまりあり 粘性あり lmm褐色スコリア極少量混入 lmm自色粒子極少壷混入

二 麗 竪 鰍 ::倉 セ:サミミζサ 簿悠雹才 駕 錘 緩 観 肇 琴 ‰
基
艶 鋒 盤 姜 勃 簑 獣

朗 入

ビット2
1 階褐色土(10YR3/41 しまりあり 粘性あり 1的褐色スコリア種少量混入 lmm白色粒子極少量混入

:驚握雹ヨ1鮒:Я 矮撚導鍬ぢ墟催盪】魏牌 イ観錯Gttm麟 るcm白 ムブロック多∝入
ビット3
1 暗褐色土(10YR3/41 しまりあり 粘性あり
2 皓褐色土(1研R3/4)し まりあり 粘性あり
3 暗褐色土(lCIYR_R/3)し まりあり 粘性あり
ビツト4
1 暗楊色色(10YR3/3)しまりあり 粘性あり
2 暗褐色土(10YR3/4)しまりあり 粘性あり
ビットS
1 暗福色土(10YR3/3)
2 暗掲色土(10YR3n
ビットア
0 贈褐色±00YR3/41
i 贈褐色止(ltlYR3/3)

2mm掲色スヨリア極少重混入 lm白 色粒子極少量混入
2mn掲色スコリア極少霊混入 lm自色粒子極少量混入 5mm暗褐色ローム極少量混入
2mm福色スコリア極少量混入 lm白色粒子極少五混入 黄褐色ロームがプロツク状に少量混入

2鰤褐色スコリア極少最混入 lm白 色粒子極少量混入
2鞭褐色スヨリア極少量混入 lmm自色粒子極少五混入 暗褐色II―ムがブElツク状に少盈混入

しまりあり 粘性あり ,Im掲色スコリア極少置混入 lmm白色粒子糎少量混入 賠褐色ロームが粒状に糎少豊混入
しまりあり 粘性あり 之m褐色スコリア極少量混入 lmm自色粒子極少量混入

しまりあり 粘性あり 2mm赤掲色スコリア糎少量混入 lmm白色粒子極少量混入 2面焼土粒種少量混入
しまりあり 粘性あり 炭化物極少量混入

図-5 虚号住居跡  S=1/60
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図-6 3号住居跡 S=1/60
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3住居跡炉
1 塔褐色土(10YR3/41 しまりあり 粘性あり

1 暗褐色土(10YR3/3)しまりややあり 粘性ややあり 2mm炭化物極少量混入
2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子少量混入 5on園 ―ム少量混入
2 晴褐色土(10YR3/4)しまりややあり粘性あり 2mm炭化物極少量混入
2mm赤色粒子少量混入 2mm褐色スヨリア極少量混入 lmm白色粒子少量混入
5mmローム極少曇混入
3 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入
1師白色粒子少最混入 10cmロ ームブ「 Eック多量混入
4 暗掲色土(10YR3/4)しまりややあり 粘性あり l mm白色粒子少曇混入
5mmロームブロック少量混入
5 褐色土(7 5YR4/41 しまりあり 粘性あり 2徊m褐色スコリア極少盈混入
1脚白色粒子少量混入 10cmロ ームブElック多最混入
掘り方

褐色土(10YR4/41 しまりあり 粘性あり 2脚炭化物極少量混入
2珀m赤色粒子少量混入 骨nm自色粒子少量混入

8号住居跡 掘り方 S=1/60

2mm炭化物極少量混入 2耐掲色スコリア極少量混入

433700-――

い
―
震
．鬱

1～2mm焼土極種少豊混入
2 暗褐色土(10YR3/3)しまりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 2mm焼土やや多く混入
3 嗜褐色土(10YR3/3)しまりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少逮混入 lmmEH色粒子少量混入
lom焼土粒題少最混入
4 橿色土(10YR4/41 しまりややあり 粘強やや弱い 2mm炭化物極少量混入 lnm白色粒子少量混入
焼土ブロック多最混入
5 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり 2m蘭褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子少量混入
2mm焼土粒少量混入 黄褐色ロームプロックやや多く混入
6 暗褐色土(10YR3/4)しまりややあり 粘性あり 21m炭化物極少ゑ混入 lmm白色粒子少量混入
2mRI焼止粒極少量混入
7 黒褐色土(10YR3/2)しまりあり 粘性あり 1曲白色粒子少量混入 ロームブロック少最混入

3暑住居跡

図-6(2) 炉 S=1/30
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433000-――

4号往居跡
1 婚褐色土(10YR3/4)し まりあり 粘性あり 1～ 2mm褐色スコリア極少量混入 lm耐白色粒子少量混入
lcm暗褐色日―ムブロック極少量混入
2 増褐色土(10YR3/4)し まりあり 粘性あり 2～3mm炭化物少星混入 2mm掲色スコリア極少量混入
lmm白色粒
=少
豊混入 2cm暗褐色ロームブEIック極少量混入

3 褐色土(10YR4/41 しまりあり 粘性あり 2～3mm褐色スコリア極少量混入 l mm白 色統子少量混入
ロームグ
「
lック多量に混入

褐色土(10YR4/41 しまりあり
暗褐色土(10YR3/41 しまりあり
El―ム極少量混入
暗褐色土(10YR3/3)し まりあり
暗褐色ロームブロック少量混入

粘性あり lmm白色粒子少量混入 ロームブロックが均質に混入
粘性あり 2～3m赤色粒子極少量混入  lmm白 色粒子少量混入

粘性あり 2～3帥褐色スコリア種少量混入  lmm白 色粒子極少量混入

432600-――・    ・ 一――lM 中帯門〕Ｕ
Ｐ４

432600-' V

尋
~…
η
~

P3

432700-――

碍 住居跡柱穴
どット1
1 褐色上(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり
2 暗褐色土(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり
3 褐色土(10YR4/4)し まりややあり 粘性あり
ピット2
1 褐色土(10YR4/4)し まりあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 2mm褐色スコリア lmm白 色粒子極少量混入 ロームブロック多く混入
2 暗褐色土(10YR3/4)し まりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少最混入 l mm白 色粒子極少塁混入 回―ム粒極少量混入
3 褐色土(10YR4/4)し まりややあり 格性あり 2mm褐色スコリア極少屋混入 l mm白色粒子極少量混入 ローム粒極少量混入
ピット3
1 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2闘炭化物種少量混入 2mm褐色スコリア極少最混入 lmm白色粒子極少量混入 ローム粒極少量混入
2 暗褐色土(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり 2～ 3mm炭化物極少量混入 2m聡赤掲色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ロームブロックやや多く混入
ピット4
1 暗褐色土(10YR3/4)し まりあり 粘性あり 2mm赤褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 国―ムブロックやや多く混入
2 贈褐色土(lklYR3/3)しまりあり 粘性あり 2mR炭化物極少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ローム粒少量混入
3 暗掲色土(10YR3/41 しまりあり 粘性あり lmm褐 色スコリア極少量混入 l mm白 色粒子種少量混入 El―ム粒少量混入
4 黒褐色土(10YR3/2)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少最混入 ローム粒少最混入
ピット5
1 暗褐色土(10YR3/41 しまりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 l mm白 色粒子極少量混入 暗褐色ローム少量混入
2 暗掲色土(10YR3/3)し まりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少豊混入 l mm白 色粒子極少量混入 ローム粒極少量混入
ピット5隣の鑑溝
1 暗褐色土(10YR3/4)し まりあり 粘性あり 2～3mm赤褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ローム粒極少量混入
2 暗褐色土(10YR3/3)し まりあり 粘性あり 2～ 3mm褐色スコリア極少量混入 l mnI白色粒子極少曇混入 増褐色ロームがブロック状に少量混入

-  433000-V

1～ 2m耐炭化物極少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ローム少豊混入
2mm炭 化物極少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒争極少量混入
2mnI褐色スコリア種少量混入 ロームブロック少量混入

図―フ 4号住居跡 S=1/60
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号住セクション

疇褐色土(10YR3/3)し まりあり 粘性あり 24H褐色スコリア極少最混入 lmm自色粒子少量混入 晴褐色ローム少量混入
贈烙色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2m鵬褐色スコリア少量混入 l mm白 色粒子少量混入
暗褐色土(10YR3/3)し まりあり 粘牡あり 2m磯炭化物極少量混入 2mn褐色スコリア極少量混入 lmn白色粒子極少塁混入
暗褐色土(10YR3/3)し まりあり 粘性あり 2m暉褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入
黄褐色ロームブロック極少量混入

褐色土10YR4/4)し まりあり 格性あり l nm炭化物極少量混入 2m4褐色スコリア少量混入 l IT台 色粒子極少量混入
黄褐色ロームブロックやや多く混入

暗褐色土(10YR3/3)し まりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少塁混入 暗褐色 a―ム少量混入

5号住居効柱穴
ピット1
暗褐色上(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 5mm黄褐色ローム粒極少量混入
暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入  lmm白色粒子種少量混入 褐色ロームブロック極少量混入
暗褐色土(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 1鰤白色粒子極少量混入 ロームブロック極少量混入 1層より堆積の目が細かい
ltぶい黄褐色土(10YR4/31 しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 費掲色ロームブロックやや多く混入
灰黄掲色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり lmm炭化物極少量混入 2nm褐 色スコリア極少量混入  lmm白 色粒子極少最混入 策褐色ロームブロックやや多く混入
6 にぶい黄掲色土(10YR4/3)しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 黄福色ロームブロック多く混入
ビット2
盤褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 黄褐色ロームブロック少豊混入 黒掲色粒少豊混入
灰黄褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 褐色ロームブロック少量混入
にぶい黄褐色土(10YR4/3)し まりややあり 粘性あり 3mm炭化物極少量混入 2mm掲 色スコリア極少量混入 黄褐色ロームを均質に含む
掲色土(10YR4/4)し まりややあり 粘性あり 21nm褐色スコリア極少塁混入 5mm黒褐色粒極少量混入 黄褐色ロームがブロック状に多く混入
にぶい黄褐色土(10YR73)し まりややあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 2mm褐 色スコリア極少量混入 黄褐色ロームプロック少量混入
ピット3
贈褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり lmm炭化物極少量混入 2mm褐 色スヨリア極少塁混入 l mm白 色粒子種少量混入 黄褐色ロームブ霞ック少量混入
褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 l mm白 色粒子極少量混入 黄褐色ロームブロック多量に混入
灰褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 黄褐色ロームブロック少量混入
ltぶしヽ黄褐色土(10YR4/3)しまりややあり 粘性あり 2nm褐色スコリア極少量混入 黄褐色ロームブロック少量混入
暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 2 rm褐 色スヨリア極少量混入 l mrl白色粒子極少量混入 日―ムブロック多く混入
ピット4
1 褐色土(10YR4/4)しまりややあり 粘性あり 2m瞼褐色スコリア極少量混入 imm白色粒子極少量混入 黄褐色ローム粒少量混入
2 にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまりややあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 2mm褐 色スコリア極少量混入 lmm白 色粒子極少量混入 黄褐色ローム粒極少量混入
3 褐色土(10YR4/4)しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 l rI白色粒子極少量混入 黄褐色ローム粒少量混入
ピットS
l 灰黄褐色土(10YR4/2)しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 1鰤白色粒子極少量混入 糞褐色ロームブロック少量混入
2 暗褐色土(10YR3/働 しまりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ローム粒少量混入
ビット6
暗褐色土(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 黄褐色ロームブロック多く混入
暗褐色土(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 黄褐色ローム粒少量混入
黒掲色土(10YR3/動  しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lom白色粒子極少量混入 黄褐色ローム粒極少量混入
暗掲色土(10YR3/動  しまりややあり 粘性あり 2Tm褐色スコリア極少量混入 1船 m葡色粒子極少量混入
暗褐色土(10YR3/動  しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少星混入 1恥 m白色粒子極少量混入 黄褐色ローム粒少量混入 暗褐色ローム粒少量混入
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図-8 5号 住居跡平面図 S=1/60
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6号住セクション図
1 褐色土(10YR4/4)し まりあり 粘性あり 炭化物少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 「醐白色粒子極少量混入 ロームブロック多く混入 崩落止
2 暗褐色土(10γR3/3)しまりあり 粘性あり 2mm褐色スコリア少量混入 lnm白色粒子少量混入
3 黒褐色土(10YR3/2)し まりあり 粘性あり 2mm赤褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ローム極少量混入

6号住居跡炉               6号イ
主居跡 炉

1 暗褐色土(10YR3/4)し まりあり 粘性あり 2～ 3mm炭 化物極少量混入 2mm褐色粒子極少量混入
l nm自色粒子藤少量混入 3～ 5鰤焼と粒少量混入 上面に焼土の散布する
赤褐色土(2 5YR4/8)焼上 しまりあり 粘性弱い 暗43tとがブロック状に多く混入
嗜褐色土(10YR3/4)しまりあり 粘性あり 1脚白色粒子極少最混入 2mm焼土粒子極少最混入 暗褐色El―ム極少量混入
暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性やや弱い 2mn褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子少量混入
嗜褐色ロームブロック少曇混入 焼土ブロック少量混入 被熱により粘性を失う
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ビット1
1 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり
2 暗褐色土(10YR3/4)しまりややあり 粘性あり
3 嗜褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり
4 暗褐色と(10YR3/3)しまりややあり 粘性あり
ピット2
1 褐色土(10YR4/4)し まりややあり 粘性あり
2 暗褐色土(10YR3/41 しまりややあり 粘性あり
3 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり
ビツト3
1 暗掲色上(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり
2 黒帽色土(10YR2/3)し まりややあり 粘性あり
3 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり
4 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり
ビット4
1 暗褐色土(10YR3/4)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lm白色粒子種少量混入 黄掲色ローム粒極少登混入
2 褐色土(10YR4/4)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmn白色粒子極少量混入 黄褐色ロームブロックやや多く混入
3 灰黄褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 5mm炭化物極少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 2mm白 色粒子糎少量混入 黄褐色ローム粒極少量混入
4 にぶい受掲色土(10YR4/3)しまりややあり 粘性あり 1～3mm炭化物極少量混入 24n掲 色スコリア極少量混入 lrm白色粒子種少豊混入 黄褐色ロームブロック少量混入

3～ 5frm赤褐色スコリア極少量混入lmm白色粒争極少量混入 lcmロームブロック少最混入
2mm褐色スコリア極少最混入 lmm白色粒子極少量混入 5mローム粒極少量混入
2層より色調が暗く、堆積の目が細かい
3mm炭化物極少量混入 2醐褐色スヨリア極少量混入 Imm白色粒子極少量混入 1～3cmロームブロック少量混入

2～ 3mm赤褐色スコリア極少最混入 l mm白色粒子睡少量混入
lmm白色粒子極少量混入 3mmローム粒極少曇混入
3mm赤褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 ロームブロックやや多く混入

2mm褐色スコリア極少量混入 lmn白色粒子極少量混入 5mmロ ーム粒やや多く混入
2nm褐色スコリア極少量混入 lm研白色粒子極少量混入 5mローム粒少畳混入
2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 園―ムブロック多く混入
2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 黄褐色ロームブロック少量混入 暗褐色日―ムブロック多く混入
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図-10(2)フ号住居跡 炉 1
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居跡 S=1/60

図-10(3)フ 号住居跡 炉2 S=1/30

7号住居跡炉 1
1 灰褐色土(5YR4/2)しまりややあり 粘性ややあり 2mm炭化物少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入
lcm焼止ブロック多量混入 3m焼土粒多量混入
2 明赤褐色生(2 5YR5/8)し まりあり 粘性なし 暗褐色ブElックやや多く混入 焼止主体
3 にぷい費終色土(10YR4/3)し まりややあり 粘性ややあけ 2mmttrLa極少曇混入
2mm褐色スコリア極少量混入 1鰤白色粒子極少量混入 焼土プロック少量混入
4 褐色土(10YR4/4)しまりややあり 粘性ややあり 2Hm褐色スコリア極少五混入
l mn白色粒子極少豊混入 2mm焼土粒子少量混入

7鶏 -2
1 黒掲色土(10YR3/2)し まりややあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 2m4g色スコリア種少量混入
l nHE白 色粒子機少量混入 2耐焼土粒極少量混入
2 噂森数と(10YR3/3)しまりややあり 粘性あり 2mm炭化物種少量混入 2m褐色スコリア種少量混入
1融白色粒子極少量混入 2HmSと粒子種少豊混入 欝悟色目―ムを少量含む
3 暗褐色土(10YR3/41 しまりややあり 粘性あり 3～5m炭化物極少量混入 2mm褐色ス粛リア極少量混入
白色粒子種少塁混入 2～5mm焼止粒やや多く混入
4 赤褐色土12 5YR4/81 しまりややあり 粘性なし 掲色とをブロック状に少量混入 焼土主体
5 灰黄褐色上(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 2闘炭化物極少量混入 2nm褐色スコリア極少量混入
lHm白色粒子極少量混入 2m焼土粒少最混入 疇掲色ロームブロック極少量混入
6 etB色と(10YR3/2)しまりやや弱い 粘性弱い 2mm炭化物極少量混入 2mm4R色スコリア極少量混入
l mm白色粒子極少量混入 1～2mm焼土粒子少量混入 暗褐色ロームをプロック状に少量混入 粘性失う
ア にぶい黄褐色と(10YR4/3)し まりやや弱い 権性鶴い 2mm褐色スコリア極少量混入
l mn白色粒子極少豊混入 5m焼土粒子少量混入 被熱により粘性を失う
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7号住居跡柱穴
ピット1
1 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり 褐色スコリス 白色粒子傾少量混入 ロームブロック多く混入
2 にぶい黄掲色土(10YR4/3)し まりややあり 粘性あり 炭化物、色粒子種少量混入 ロームプロック少二混入
3 暗褐色土(10YR3/31 しまりややあり 粘性あり 褐色スコリス白色粒子極少曇混入 自―ムブロックやや多く混入
ピツト2
1 灰黄褐色土(10YR4/2)しまりややあり 粘性あり 炭他物、褐色スコリス白色粒子機少量混入 同一ム粒少量混入
2 にぶい黄掲色土(10YR4/3)し まりややあり 粘性あり 掲色スコリス白色粒子、日―ム粒極少量混入
3 灰黄福色土(10YR4/2)しまりあり 粘性あり 褐色スコリス白色粒子、E―ムブロック混入

図-10(1)
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EPA
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8号住居跡
1 暗掲色土(7.5YR3/3)し まりあり 継性あり
2 黒掲色生(7.5YR3/2)し まりあり 粘性あり
3 明掲色土(7 5YR5/61 しまり強も` 粘性あり
4 明褐色土(7 5YR5/8)し まりあり 粘性あり 崩落に伴う堆積
5 黒褐色土(7 5YR2/2)し まりやや弱tヽ 粘性あり 周溝か
6 明褐色土(フ SYR5/8)しまりあり 粘性あり 掘りすぎ部分

8号r■E跡柱穴
1 暗褐色土(7.5YR3/3)しまりあり 粘性あり
炭rLD混入 白色風化礫粒混入
2 明褐色土(7 5YR5/6)しまり強粘性あり
炭化物少曇混入 ロームブロック混入
3 黒褐色主(7 5YR3/2)しまり強 継性後 白色風化礫粒混入
4 褐色土(7_5YR4/3)しまりあり 粘性あり
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9号住居跡
P-5にぶい黄褐色土(10YR4/2)し まりあり 粘性あり

暗褐色土(10YR3/3)し まりあり 粘性あり 炭化物多く混入
黄褐色土(10YR5/31 しまりあり 粘性あり
明褐色土(7 5YR5/6)し まり強い 粘性あリ ソフトロームプロック多く混入
黄橙色土(7 5YR7/8)し まりややあり 粘性あリ ソフトロームブロックの崩落
6 暗褐色土(10YR3/4)し まり弱い 粘性あり 耕作による撹乱
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9号住居跡 S=1/60

9号住居跡柱穴
ビット2
1 褐色土(7 5YR4/4)
2 褐色土(7 5YR4/4)

ピット4
1 11B黄褐色土(10YR7/61 しまりあり 粘性あり 臼―ムプロック混入
2 にぶい褐色上(7 5YRS/41 しまりあり 粘性あり 炭化物混入
3 褐色土(7 5YR4/4)し まりあり 粘性あり
4 にぶい褐色土(7 5YR5/4)し まりあり 粘性あり 凌化物の混入がみられない

ピット7
1 褐色土(10YR4/6)し まりあり 粘性あり 炭化物混入
2 明黄褐色土(10YR6/6)しまりあり 粘性あり
3 明黄褐色土(10YR6/81 しまりあり 粘性あり

蛋霊靭
'P4

439700Sy;

しまりあり 粘性あり 炭化物混入
しまりあり 粘性あり 炭化物の混入がみられない
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嘘 居跡炉
1 暗褐色土(10YR3/31 しまりややあり 粘性あり 2om炭 化物粒極少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少最混入 2mm焼上粒極少最混入
2 灰黄褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 2mm炭化物粒極少量混入 lmm白 色粒子極少量混入 2Tm焼土粒子極少量混入
3 にぶtヽ黄褐色土(10YR4/3)し まりややあり 粘性ややあり 2mm炭化物粒少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子種少豊混入 2mm焼土粒少豊邊入
4 にぶい黄褐色土(10YR4/3)し まりやや弱い 粘性やや弱い 2m研炭化物粒少量混入 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 焼土プロックやや多く混入
S 灰黄掲色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 2mm掲色スコリア極少量混入 lmm白 色粒子極少量混入 掲色ロームプロック多く混入 炉石抜き残り跡か
6 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 lnm白 色粒子極少量混入 被熱の痕跡がみられない
フ 赤褐色土12 5YR4/6)カ リカリ焼土
8 極暗赤褐色土(2 5YR2/2)炭他物混入
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図一H2 9号住居跡 炉跡 S=1/30
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10号住居跡柱穴
1 灰黄褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり l mm褐色スコリア機少量混入
l mm白色粒子少量混入 国―ムがブロック状に少量混入
2 暗掲色土(10YR4/3)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入
1～ 2mm白色粒子少量混入 暗褐色自―ム粒極少塁混入 黄褐色ロームブロック少量混入

SPA´439800r幹

439700ど咎

図-13(1)2区 10号住居跡 S=1/60

10号住居跡
1 噂掲色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 褐色スコリア極少量混入 2mm白 色粒子嗣化礫片)少最混入 黄褐色ロームブロックやや多く混入
2 黒褐色土(10YR2/2)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 2mm白色粒子(鳳化礫片)少量混入
3 時褐色土(3/3)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 白色粒子(風化礫片)極少量混入
4 灰黄褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり 2mm炭化物極少量混入 2耐掲色スコリア種少最混入 2mm白 色粒子(風化礫片)少量混入 3c齢小礫極少量混入

〒ざ9ず

■4; 弔争テ

11号住居跡注穴
ビット1
1 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少量混入 贈褐色ロームがブロック状に少量混入
黄褐色ローム極少量混入
2 暗褐色圭(10YR3/3)し まりややあり(1層より弱tヽ)粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入 lmER色粒子極少量混入 嗜褐色国―ムがブロック状に少量混入
3 灰黄褐色土(10YR4/2)し まりややあり 粘性あり l mm炭化物極少量混入 2mm掲色スコリア極少量混入 l mm白色粒子種少量混入
4 にぶい貴褐色土(10YR4/3)し まりあり 粘性あり 3mm炭化物種少量混入 2mm掲色スコリア極少量混入 lmm白色粒子極少曇混入

11号住唐ピット2
1 にぶい褐色土(7 5YR5/4)し まりあり 粘性あり
2 褐色土(7 5YR4/3)し まりあり 粘性あり
3 橙色土(7_5YR)しまりあり 粘性あけ

図-13(2) 1区 11号住居跡 S=1/60
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I‐ 11-

1号墳 SPA一 SPA´
1 黒色土(10YR2/1)しまりややあり 粘性ややあり 5～ 10mm黒色スコリア多最混入
2帥褐色スコリア極少量混入 lmm白 色粒子極少逮混入
2 黒褐色土(10YR2/2)し まりややあり 粘性ややあり 5mm黒色スコリア少豊混入
1～2mm掲色スコリア極少最混入 lmm白色粒子極少量混入
黒掲色土(10YR2/2)し まりややあり 粘性ややあり 5～ 10mm黒色スコリアやや多く混入
1～2mm褐色スコリア極少豊混入 lm白色粒子極少量混入
黒褐色土(10YR3/1)し まりややあり 粘性ややあり 5mm黒色スコリア極少最混入
2mm褐色スコリア極少量混入 l mm白 色粒子極少量混入 5mm黄褐色園―ム粒極少量混入

5握壌鉄f鑑記ス蛍譜亀擢鋏11経色響翻埋舞4退蟻 冦墨る
黒褐色土(10YR3/1)し まりやや強も` 粘性ややあり Sm黒色スコリア極少量混入
2mm褐色スコリア種少量混入 lm白色粒子極少量混入 黄褐色ローム少量混入
にぶい黄褐色主(10YR4/3)しまりややあり 粘性ややあり 5mm炭化物極少量混入
1～2mm掲色スコリア極少畳混入 l mm白色粒子踵小量混入 ロームを均質に多く含む

3

4

5

6

7

Ｐ３

・

EPA―EPA
l 嗜褐色土(10YR3/3)しまりやや弱い 粘性やや弱い 2mm褐色スコリア極少量混入
lmm白色粒子極少量混入 糞褐色El―ムブロックやや多く混入 人頭大の礫が多量に混入
スコリアを多く含む黒褐色土がブElック状に少量混入
2 暗4B色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性ややあり 2mm褐色スコリア極少量混入
lmm白色粒争極少曇混入 黒色スコリア少豊混入 黄褐色I「l―ムがブロック状に少量混入
3 褐色土(10YR4/41 しまりややあり 粘性あり 2mm褐色スコリア極少量混入
l mm白色粒子種少量混入 暗帽色上がブロック状に少畳混入
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5号土坑                     5号
主坑

1 暗福色生(10YR3/41 しまりややあり、雅性あり、日―ム質
2 暗福色土(10YR3/4)しまりややあり、粘機あり、ロームブElック少量混入
3 褐色■(10YR4/41 しまりややあり、粘性あり、国―ムブロック均等に渥入

―
任 ュ ォ

主坑

とP3      8号 土坑

5PG′

●EPA′

EI  E∵′    [∵二43よ500

Y'_ 433.5∞一

ア号土坑                       8号 土坑

碍 土坑
1 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり 粘性あり、El―ム質
2 禍色と(10YR4/4)し まりややあり、粘性あり、日―ム賢、ロームブロック鴻入
3 暗褐色土(10YR3/41 しまりややあり、粘牲あり、日―ム質
4 晴褐色土 (10YR3お )しまり屋やあり、粘性あり、ローム質
5 褐色圭(10YR4/41 しまりややあり、粘性あり、ロームブロック混入

7号土坑
1 褐色土(10YR4/41 しまりややあり、粘性あり、日―ムブロック多く混入、崩落とか
2 暗褐色土(10YR3/3)し まりややあり、粘性あり、日―ムブ国ツク、炭化物少量混入
3 暗福色土(10YR3/41 しまり屋やあり、粘性あり、日―ムブロッ久炭化物少量混入

8号上坑
1 暗褐色土(10YR3/4)しまりややあり、格性あり、炭rtp少羞混入
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